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新屋鹿嶋祭保存会

伊藤 富美雄

保存会広報部

日磋祠呻唯L会議自

号口 鬼

墜1颯鯉珊 晴ホを迪[え るにあたり～
嫌 標 機

6月 10■ 、子供たらの健やかな成長と家内安全、黒病息え、
五穀豊穣を祈り、新屋の伝範行事である鹿嗚祭bミ特 の当春
Frである縁町町内会の実施計画に基づいて盛会夏に挙行され
ました。特に今年は神社のお針らいにより、お狡いを受けた

イな 新屋タクシー側に出口の坂逍をとって頂きました。おか

げでスムーズなも行ができたことは、大変えかった事と沖社
におネLを申し上げます。
7月 29日 に新屋鹿嗚特 会第2口た時然会を日吉神社会

館で開催します。鯰会で
は、理事と会員が5つの

部会に所属した活動の戌
呆と参か町内会にお願い

した調査奇料を参考にし
て今後の部会活動方針な
どの封議を行う予定です。
この度の部会活動の調
査給 で割ったことです

が、「継 の鹿嗚船」が、昭機 に、伝え残したい民俗夫
化として認められ、日立涯え民俗博物館 (千葉県佐か市)に
民俗部門晨示物として本納、晨示されております。また、千
劇餡Lから、秋田市のねぶり流し館にも晨示されております。
秋口県内はもちろんのこと全国から訪れる普さんにこの伝範
ある「鹿嗚流し」のお祭りを紹介されておることは誇るべき

事であります。さらに保存会としては、鹿嗚船の保存晨ホだ

けでなく、麒 祭そのものカジ知士に伝ネされる、秋田市の蕪

形民俗夫化財に指定される様、ネリ組む事の検討も必要で有
り、報 出に取り入れたいと思っています。
今後の鹿嗚祭保存会のあり方、当春町内会実行委員会との

かかわり方などについて、新屋Fr民の多くのご意志 ご指導、
ご支俊が触 できる保存会にしたいと思っております。多く
の客様の入会をお願いします。
伏■のロコ愛翅撃物 1、 現在1培舜Юリニューアルによってのため閉
室 tており、子試25年 3月オープンを予定 tて 'ヽます。)
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り
、
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。
か

つ
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は
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鹿
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な
っ
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い
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隣
の
勝
平
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と
は
、
郷
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の
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話
し

や
歴
史
や
文
化
を
伝
承
す
る
活
動
の
交

流
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。



▼上表町の鹿嶋船製作過程を紹介

鹿嶋流し用の舟

↑針金で胴体を造り、紙を貼つた。

恵額
↑色を塗つて完成間近の人形

↑さらに紙を貼つて肉付け
関節部分が曲がるように

↑「ガヅギ」をミゴ縄で巻いていく
↓前日の作業で、みんな載せてしまう

↑鹿島祭り当日朝、御幣・船首旗・
榊・太鼓口舵棒・牽引ロープなどを付
けて、鹿島船の完成。

*毎晩、作業が終わつた後の直会 (な
おらい)は、町内懇親の場でもある。
*ホームページ:ht●//kSymbo155.boyjp

横からみた鹿嶋船

正面舶先にはお面が特徴 後から見た搭載物
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